
地
域
医
療

特集 「「「「
ホ
ン
ホ
ン
ホホホ

ト
よ
トト
よ
ト
よよ
、ハ、ハ、ハ、ハ
ー
ト
ー
トトト
に
な
に
な
っ
と
っ
と

ら
い
ら
い
ら
い
ららららら

」。」。
加
戸
加
戸
加加
戸
加
戸
病
院
病
院
病
院
病

で
取
でで
取
材
に
材
に
応応応

じ
て
じ
て
じ
て
じ

く
れ
く
れ
く
れ
くくく
れ
た
患
た
患
た
患
た
患
者
さ
者
さ
者者者
さ
ん
と
ん
と
ん

看
護
看
護護

師
さ
師
さ
師師

ん
。
ん
。
んん
。
二
人
二
人
二二
人
の
指
の
指
のの
指指
が
つ
が
つ
が
つ
が
つ
がが
つ
が
つ
が
つ
な
が
な
が
なななななな

っっっ

て
、
て
、
ハハ
ー
ハハ
ーー
ト
の
ト
の
ト
の
形
を
形
を
形
を
形
を
描
い
描
い
描描描描描描描描
い
た
と
た
と
た
と

き
、
ききき
自
然
自自自自
然
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
然
自
然然
と
素
と
素
と
素素
敵
な
敵
な
敵敵
な
敵
な
笑
顔
笑
顔
笑
顔
笑
顔
が
こ
が
こ
がが
こ
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ

れ
ま
れ
ま
れれ
ま
れ
まま
す
。
す
。
すすすす
。
患
者
患
者
患
者者
と
病
と
病
と
病
と
病
院
と
院
と
院
と
院
と
い
う
い
う
い

関関関

係
性
係
性
係
性
係

だ
け
だ
け
だだ
け
で
な
でで
な
く
、
く
、
く
、
く
、
人
と
人
と
人
と
人
と
人
と
人
と
人
と
人人
と
しししし

て
の
て
の
てて

つ
な
つ
なな
が
り
が
り
が
り
が

が
で
が
で
が
で
が
で
き
た
き
た
き
た
き
た
と
き
と
き
と
き
と
き
、

も
っ
もも
っ
と
い
と
いい
い
関
い
関
い
関関
係
が
係
が
係
が
係
が
築
け
築
け
築
け
築
け
築築
け
築
け
築築築
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
る
と
る
と
るる
とと
思思思思

え
る
ええ
る
え
る
え

一
場
一
場
面
で
面
で
面面
でで
す
。
す
。
す
。
す
。

地地
域
医
域
医
域
医医
療
の
療
の
療
の
現
場
現
場
現
場
現
場
は
今
は
今
は
今
は
今
、
医
、
医
、
医医医医医医医医医医
師師師師師師師師師師師師師師師

の
不
の
不
のの

足
や
足
やや
高
齢
高
齢
高高
齢
化
、
化
、
化
、
化
、
増
え
増
え
増
え
増
ええ
続
け
続続続
け
続
け
続
け
続
け
続続
け
続
け
続
け
続
け
続
け
るる

患
者
患
者
患
者
患
者
数
な
数
な
ど
で
ど
でで
大
変
大
変
大
変
大
変
な
状
な
状
なな
状
な
状
な
状
な
状
な
状
な
状
なななな
状
なな
状状状
況
で
況
で
況
ででででで

す
。
す
。
す
。
特
に
特
に
救
急
救救
急
救
急
医
療
医
療
医
療
医
療
ははははははは
、
ははははははは
、
は
、、
不
適
不
適
不
適
不
適
不
適適適
切切切切切切

な
利
な
利
な
利
用
の
用
の
負
担
負
担
負
担
負
担
も
加
も
加
も
加加加加加加加加加加加加
わ
り
わ
り
わわ
り
わ
りり
、
そ
、
そ
、、
そ
、
そ
、
そそ
の

体
制
体体
制
体

を
維
を
維
持
す
持
す
るるるるるる
こ
るる
こ
るるる
こ
るる
ここ
と
が
と
が
と
が
と
ががが
難難
し
難

くくくくくくく

な
っ
なななな
っ
て
い
て
い
ま
す
ま
す
ま
すすすすすすすすすす
。。。。。

平平平
成成
2020
年年年年年
に
年年年
に
年年年
に
年年
に
年
に
年
に
一
度
一
度度
、
地
、

域
医
域
医
域
医
域
医
域
医医
療療療療療療

の
崩
の
崩崩
壊
を
壊
ををををををををををを
経経経
験
経経
験
経
験
経
験
し
て
しし

い
る
い
る
い
る
い
る
い
る
い
る
内
子
内
子
内内内
子子

町
。
町
。
町町
同
じ
同同
じ
同
じ
同
じ
同
じ
同同
じ
同
じ
同
じじじじじ
こ
と
ここここ
と
を
繰
を
繰繰繰繰繰繰繰
り
返
り
返
り
返
り
返
り
返
り

ささ
な
さ
な
ささ
な
いいい

た
め
た
め
た
め
た
めめめめめめめめめめめ
に
、
に
、
ににに
、
ににに
、
に
、
こ
れ
こ
れ
こ
れれ
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
か
らら
も
安
もも
安
も
安
も
安安
心心
しし
ててててててててててて

医
療
医
療
医
療
医
療
医
療
医
療
医
療
医
療
医
療
医
療
医医
療
医医
療
医
療療療療療療療
を
受
を
受
を
受
をを
受受受
け
る
け
る
け
る
け
る
け
る
け
る
け
る
た
め
たたた
め
た
めめめ
にに
、
ににに
、
に
地
域
地
域域域域域域域域域
医医医医医

療療
の
療
の
療療療療療療療療療療療
の
療
の
療
の
療療療療療療
の
療
の「
今
「
今
「
今
「

」
と
」」
と
、
今
、
今
、
今今今今
私
た
私私
た
私私
た
私
た
ちちちちち
が
ちち
が
ち
が
ち
が
ち
ががが
ででで

きききき
る
き
る
きき

こ
とと
を
考
を
考
を
考
を
考考考
え
ま
え
ま
ええ
ままま
す
―
す
―
す
―
す
――――――
―――



（注1）平成29年度人口動態統計特殊報告「平成27年度都道府県別年齢調整死亡率」より。年齢構成を
　　　そろえた場合の人口10万人あたりの死亡数で、心疾患は女性が１位、男性が３位だった。 広報うちこ   2019. 3 4

24時間365日、
　　　　　医師の意志

2025年には団塊の世代が75歳以上になり、後期高齢者医療制度に加入。今後
は地域の病院の役割がますます高まります。しかし私たちの地域医療を取り巻
く環境は、患者の増加、医師の不足・高齢化と厳しい状況です。地域の医療を
最前線で支える、循環器医・稲葉慎二先生に、その思いを聞きました。

　
　
　
　

※
仕
事
中
は
集
中
力
を
維
持
す
る

　
　
　
　
　

た
め
、
食
事
と
休
憩
を
取
ら
な

　
　
　
　
　

い
そ
う
で
す
。　

《
２
月
13
日
（
水
）》

１
時
00
分　

喜
多
医
師
会
当
直
室
で
就
寝

　
　
　
　

※
講
演
会
な
ど
で
夜
遅
く
な
っ
た

　
　
　
　
　

た
め
、
帰
宅
せ
ず
。

《
２
月
14
日
（
木
）》

６
時
00
分　

起
床

６
時
30
分　

メ
ー
ル
、
講
演
会
資
料
の
確
認

７
時
00
分　

病
棟
回
診（
30
人
弱
の
主
治
医
）

７
時
30
分　

日
課
の
心
電
図
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

７
時
45
分　

病
院
玄
関
で
出
迎
え

　
　
　
　

※
患
者
さ
ん
の
普
段
の
状
態
を
確

　
　
　
　
　

認
す
る
た
め
、木
曜
日
に
行
う
。

８
時
00
分　

循
環
器
専
門
外
来
開
始

　
　
　
　

※
齋
藤
先
生
と
、
木
曜
日
に
１
時

　
　
　
　
　

間
早
く
外
来
を
始
め
る
試
験
的

　
　
　
　
　

取
り
組
み
を
実
施
中
。

９
時
00
分　

外
来
の
空
き
時
間
に
病
棟
回
診

喜多医師会病院　循環器内科
部長  稲葉 慎

し ん じ

二さん

実
録
。
稲
葉
医
師
の
１
日

「
今
日
は
調
子
ど
ん
な
―
―
」。

優
し
い
声
掛
け
で
患
者
さ
ん
を
迎

え
入
れ
る
の
は
、
喜
多
医
師
会
病
院

で
循
環
器
内
科
を
担
当
す
る
稲
葉

慎
二
先
生
で
す
。
毎
週
木
曜
日
の
朝

は
、
同
じ
循
環
器
内
科
医
の
齋
藤
実

ま
こ
と

先
生
た
ち
と
、
病
院
前
に
立
っ
て
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
稲
葉
先
生

は「
車
を
降
り
る
様
子
や
歩
く
姿
な

ど
、
診
察
室
で
は
診
ら
れ
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
顔
が
見
え
る
と
安
心
で

す
し
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

普
段
は
９
時
で
す
が
、
木
曜
日
は

受
付
が
始
ま
る
８
時
か
ら
、
循
環
器

医
の
診
察
が
始
ま
り
ま
す
。
外
来
日

は
40
人
も
の
患
者
を
診
る
の
で
、
待

ち
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
の
試
験
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
す
。

実
は
県
別
の
心
疾
患
死
亡
率
で

愛
媛
県
は
全
国
第
1
位（
※
注
１
）。

心
疾
患
と
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
に
起
こ
る
病
気
の
総
称
で
、
稲

葉
先
生
の
専
門
分
野
で
す
。
ま
た

心
不
全（
※
注
２
）
の
人
は
全
国
で

１
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、
稲
葉
先

生
の
と
こ
ろ
に
も
多
く
の
患
者
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
は
大
洲
市
喜
多
郡
で

心
疾
患
死
亡
率
、
全
国
１
位

今
、
そ
こ
に
あ
る
危
機

は
喜
多
医
師
会
病
院
だ
け
。
夜
間
急

患
は
医
師
２
人
と
愛
媛
大
学
病
院
か

ら
の
応
援
１
人
で
回
し
て
い
る
状
況

で
す
。
24
時
間
３
６
５
日
、
仕
事
以

外
の
時
間
も
常
に
待
機
し
て
い
る
状

態
。
当
直
の
日
は
連
続
で
36
時
間
勤

務
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
な
る
べ
く
多
く
の
人
を
診
て
あ
げ

た
い
ん
だ
け
ど
―
―
」。
笑
顔
の
裏

に
あ
る
、
思
い
が
に
じ
み
ま
す
。

心
不
全
は
高
齢
者
が
な
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
患
者
は
２
０
３
５
年
ま

で
増
え
続
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。「
世
界
的
な
問
題
で『
心
不
全
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク（
爆
発
的
な
流
行
）』と

呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
医
師
へ
の

負
担
が
増
え
て
誰
か
が
倒
れ
た
ら
、

こ
の
地
域
の
循
環
器
医
療
は
崩
壊
す

る
。
頑
張
り
た
い
が
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
と
き
が
く
る
。
そ
れ
は『
い

――地域医療を支える――



▲心臓カテーテルによる血管内治療をする稲葉先生（右：再現）

▲治療中のモニター。血管の状態や血
　流を常に確認しながら治療を行う

▲病棟カンファレンスの様子。患者の情
　報共有や共通理解のため毎日行う

▼回診中の齋藤先生。「心不全は生活習慣を変
　えないと回復が難しいので、病気だけでなく
　人を診ることを心掛けている」と話します。

▲いつも笑顔の医師も、検査時には真剣な表情に

（注2）日本循環器学会が定めた心不全の定義は『心臓が悪いために、息切
　　　れやむくみが起こり、だんだん悪くなり、生命を縮める病気です』2019. 3   広報うちこ  5

９
時
15
分　

外
来
再
開
（
13
時
15
分
ま
で
に

　
　
　
　
　

約
40
人
の
患
者
さ
ん
）

13
時
15
分　

研
究
の
打
合
せ

13
時
30
分　

病
棟
回
診
、
入
院
患
者
の
指
示

　
　
　
　
　

出
し

14
時
00
分　

緊
急
入
院
患
者
さ
ん
の
処
置
及

　
　
　
　
　

び
指
示
出
し

14
時
30
分　

外
来
患
者
さ
ん
の
診
察
・
処
方

14
時
40
分　

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
管

　
　
　
　
　

内
治
療

16
時
00
分　

病
棟
回
診

16
時
30
分　

日
課
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

17
時
00
分　

講
演
の
打
合
せ

17
時
15
分　

ウ
ェ
ブ
講
習
の
打
合
せ

17
時
30
分　

診
療
情
報
提
供
書
の
作
成

18
時
30
分　

講
演
会
の
最
終
準
備

19
時
00
分　

喜
多
医
師
会
学
術
講
演
に
講
師

　
　
　
　
　

と
し
て
出
席
。
演
題
『
心
房
細

　
　
　
　
　

動
を
見
つ
け
出
す
』

20
時
30
分　

講
演
会
終
了

21
時
00
分　

食
事
（
懇
親
会
）

０
時
00
分　

帰
宅

１
時
00
分　

就
寝

　
　
　
　

※
こ
の
日
は
な
か
っ
た
が
、
循
環

　
　
　
　
　

器
待
機
の
た
め
、
急
患
時
は
対

　
　
　
　
　

応
が
必
要
（
月
に
20
回
程
度
）。

　
　
　
　

ず
れ
』
で
は
な
く
、
１
〜
２
年
後
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
」。
稲
葉
先
生

は
、
そ
う
危
惧
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
仕
事
に
加
え
、
心
臓
病
の

勉
強
会
や
心
電
図
を
正
確
に
判
読
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
、
病
院

内
外
で
の
活
動
も
精
力
的
な
稲
葉
先

生
は「
地
方
は
し
ん
ど
い
か
ら
、
都

会
の
大
き
な
病
院
へ
行
く
と
い
う
選

択
も
あ
る
。
で
も
私
は
、
こ
の
地
域

の
人
た
ち
が
好
き
で
、
こ
こ
で
医
師

を
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
循
環
器
内

科
医
は
病
だ
け
で
な
く
、
原
因
と
な

る
生
活
習
慣
も
診
て
い
る
。
家
族
の

よ
う
に
患
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
人
生
を
歩
ん
で
、
一
緒
に
年
を
取

り
た
い
」と
思
い
を
語
り
ま
す
。

「
地
域
医
療
の
課
題
は
山
積
み
で
、

医
療
従
事
者
が
倒
れ
な
い
ギ
リ
ギ
リ

の
と
こ
ろ
で
踏
ん
張
っ
て
い
る
。
循

環
器
医
だ
け
で
は
な
い
、
小
児
科
も

産
婦
人
科
も
、
ど
の
病
院
も
同
じ
よ

う
な
状
況
。
私
た
ち
も
努
力
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
も
地
域
に
病
院
を
残

す
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
一
緒
に

考
え
て
ほ
し
い
」。

地
域
医
療
を
守
っ
て
い
る
医
師
た

ち
は
、
多
く
の
患
者
を
診
な
が
ら
、

私
た
ち
の
地
域
の
明
日
を
見
つ
め
て

い
ま
す
―
―
。

そ
れ
で
も
、
こ
こ
で
―
―



（注2）プライバシー保護のため、写真はすべて現場を再現して撮影しています。
広報うちこ   2019. 3 6

救
急
医
療

　

現
場
の
現
状

「
こ
れ
か
ら
救
急
車
が
入
り
ま

す
」。
消
防
署
か
ら
救
急
搬
送
依
頼

が
入
る
と
、
控
え
て
い
た
看
護
師
た

ち
の
動
き
が
途
端
に
慌
た
だ
し
く
な

り
ま
す
―
―
。

毎
週
水
曜
日
に
大
洲
喜
多
圏
域

の
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
加
戸
病

院
。
内
子
町
内
で
唯
一
、２
次
救
急

を
担
う
病
院
で
す
。
夜
間
当
直
の
体

制
は
医
師
１
人
、
看
護
師
２
人
、
放

射
線
技
師
１
人
、
事
務
員
１
人
の
計

５
人
。
検
査
技
師
が
い
な
い
た
め
、

看
護
師
が
検
査
を
兼
務
し
ま
す
。

取
材
し
た
２
月
の
夜
、
す
ぐ
に
最

初
の
救
急
車
が
到
着
―
―
。
検
査
と

処
置
を
し
て
い
る
最
中
に「
15
分
後

に
救
急
車
が
到
着
す
る
」と
の
連
絡

が
入
り
ま
し
た
。
看
護
師
が「
次
の

傷
病
者
の
容
体
が
悪
い
の
で
、
到
着

ま
で
に
最
初
の
患
者
さ
ん
を
処
置
し

て
、
救
急
処
置
室
を
開
け
な
け
れ
ば

大洲喜多圏域の２次救急体制の一角を担う加戸病院。救急需
要が増加する中、限られたスタッフで懸命に対応していま
す。しかし現場の努力は限界、特に夜間救急については体制
の維持が難しい状況です。地域の救急体制を堅持するため、
多くの人に知ってほしい現場の現状とは――

い
け
な
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
後
も
救
急
車
１
台
と
６
〜
７
人

の
歩
き
の
急
患
が
来
院
し
、
３
人
に

点
滴
。ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
思
わ
れ

る
症
状
の
処
置
も
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
看
護
師
２
人
は
休
む
間
も
な
く

対
応
し
、
気
付
け
ば
時
計
は
午
前
１

時
を
指
し
て
い
ま
す
。

当
直
担
当
の
看
護
師
は「
今
日
は

少
な
い
方
。
数
よ
り
も
、
重
症
度
の

高
い
患
者
さ
ん
が
搬
入
さ
れ
た
と

き
が
大
変
。
呼
吸
が
停
止
し
て
い
る

場
合
は
、
看
護
師
２
人
で
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
す
る
。
処
置
が
１
〜
２
時

間
続
く
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
間
は
次

の
患
者
さ
ん
を
待
た
す
こ
と
に
な

る
。
救
急
車
が
連
な
る
日
も
あ
り
、

心
配
し
な
が
ら
付
き
添
う
ご
家
族

の
こ
と
を
思
う
と
、
と
て
も
心
苦
し

い
」と
心
境
を
吐
露
し
ま
す
。

加
戸
病
院
の
夜
間
救
急

▲救急治療室で処置する当直担当の看護師

▶
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、
処
置
に
必
要
な
道
具

　

を
そ
ろ
え
る
た
め
、
署
員
と
の
連
携
が
重
要
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日
本
の
救
急
医
療
体
制
は
１
次
救

急
、
２
次
救
急
、
３
次
救
急
の
３
段

階
に
分
か
れ
ま
す
。
救
急
性
や
重
症

度
で
役
割
を
分
担
し
、
少
し
で
も
早

く
対
応
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

入
院
の
必
要
が
な
い
程
度
の
軽
症

患
者
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
休
日
急

患
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
一
次
救
急
。
入

院
や
手
術
が
必
要
な
重
症
患
者
は
２

次
救
急
、
１
次
・
２
次
の
ど
ち
ら
も

対
応
で
き
な
い
高
度
な
処
置
を
必
要

と
す
る
場
合
は
、
３
次
救
急
を
受
診

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
子
町
の
場
合
、
大
洲
喜
多
圏
域

で
２
次
救
急
体
制
が
組
ま
れ
て
い

て
、
加
戸
病
院
の
ほ
か
、
市
立
大
洲

病
院
・
大
洲
中
央
病
院
・
大
洲
記
念

加戸病院

外来看護師長 中本由
ゆ か り

香里さん

　内子町内で入院できるのは加戸病
院だけです。皆さんにとっても特別な
病院だと思うので、地域に根差して、
その大きな役割を果たしたいです。
　年間の救急患者は約700人で、半
数が歩きで来院しています。日に
よって少ない時もあれば、多い時
もあります。予測はつきません。ス
タッフは増やせないので、輪番の日
は外来を減らすなどの対応をしなけ
ればなりません。もちろん手術にも
入るので、現場は大変です。誰もが
リーダーになれるように研修を重ね
ているほか、チームワークを大切に
して、限りある人的資源を有効に活
用する努力をしています。
　うれしいのは、患者さんが治療に
納得して笑顔で帰ってくれることで
す。皆さんがそう思えるように、ス

タッフは最善を尽くして頑張ってい
ます。皆さんに協力してほしいこと
は、早めに病院に来てもらうことで
す。我慢しないこともそうですが、
午前中はスタッフが多く、対応しや
すいからです。夜間救急には２人の
看護師しかいません。十分な検査が
できないため、結局は翌日以降に再
来院してもらうことになります。緊
急を要する患者さんのためにも、ぜ
ひ知っていてほしいことです。

Interview

夜間急患は看護師２人で対応
現状を知って、上手に病院を使ってほしい

大
洲
喜
多
圏
域
の
救
急
体
制

病
院
・
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
の
５

院
で「
病
院
輪
番
制
方
式
」
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
喜
多
医
師
会
病
院

は
輪
番
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
循

環
器
系
の
救
急
を
毎
日
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
体
制
を
支
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
病

気
な
ど
の
高
齢
者
を
高
齢
者
が
介
護

す
る「
老
々
介
護
」
と
い
う
形
が
増

加
。
多
く
の
人
が
、
身
近
で
安
心
な

地
域
医
療
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

今
は
各
医
療
機
関
の
努
力
で
支
え

ら
れ
て
い
る
地
域
医
療
で
す
が
、
救

急
医
療
、
特
に
夜
間
救
急
の
負
担
は

限
界
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
洲
喜
多
圏
域
の
中
核
を
担
う
病

院
は
ど
こ
も
医
師
不
足
で
、
２
次
救

急
体
制
の
維
持
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
そ
う
で
す
。
小
児
の
１
次
救
急
で

は
、
開
業
医
に
よ
る
在
宅
当
番
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
休
日
の
み
で
平
日

の
夜
間
は
救
急
体
制
が
取
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
。
不
適
切
な
救
急
医
療

の
利
用
も
、
大
き
な
負
担
と
し
て
、

の
し
か
か
り
ま
す
。

医
師
偏
在
な
ど
の
構
造
的
な
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
考
え
て

協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
、
救
急
体
制

の
ひ
ず
み
は
地
域
医
療
の
存
続
に
ま

で
及
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
医
療
の
ひ
ず
み

▲救急患者の採血をする看護師

１次救急

２次救急

３次救急

手術や入院が必要な急病患者

重篤な救急患者

比較的症状が軽い

緊
急
性  

高

　
　

      

低

大洲喜多救急医療体制と該当する病院

加戸病院・市立大洲病院・大洲中央病院・
大洲記念病院・市立八幡浜総合病院

市立宇和島病院・救急救命センター他

大洲喜多休日夜間急患センター・小児在
宅当番医（35ページを参照）

い
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胸骨圧迫
手首と手のひらの付け根
を胸骨（胸の中心部）に当
てる。写真のように手を組
み、下側の指は上にそらす。
ひじは真っすぐ伸ばす

手順４

呼吸の確認
胸とおなかの動きを見て、
呼吸をしているかを確認。
正常の呼吸でなければ胸骨
圧迫を開始。

反応があるか確認
「もしもし大丈夫ですか」な
どと声を掛けながら肩をた
たき、反応があるかを確認
する

通報・ＡＥＤの手配
反応がないと判断したら、
すぐに周囲の人を呼ぶ。
119番通報とＡＥＤの手配
をお願いする

手順２手順３ 手順１

サ
ー
ジ
）や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
処
置
が
な
い
と
、

発
症
か
ら
１
分
ご
と
に
10
㌫
ず
つ
助
か

る
確
率
が
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ
る

し
、
救
急
や
外
来
が
集
中
す
る
と
病
院

側
の
受
け
入
れ
が
難
し
く
な
る
。
例
え

ば『
タ
ク
シ
ー
代
が
も
っ
た
い
な
か
ら
』

と
呼
ん
だ
そ
の
救
急
車
が
、
他
の
人
の

命
を
守
る
た
め
の
最
後
の
１
台
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
あ
る
―
―
」

と
理
解
を
求
め
ま
す
。

最
後
に
菊
地
さ
ん
は「
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
助

か
る
人
が
い
る
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

転
院
搬
送
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な

時
間
の
ロ
ス
に
な
る
。
心
電
図
を
し
っ

か
り
と
読
め
れ
ば
、
循
環
器
の
治
療
が

で
き
る
喜
多
医
師
会
病
院
に
直
接
行
く

こ
と
も
で
き
る
」と
そ
の
意
義
を
説
明

し
ま
す
。「
心
電
図
だ
け
で
は
な
く
、
現

場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
が
必
要
。
長

浜
地
域
は
病
院
が
遠
い
か
ら
、
患
者
さ

ん
の
病
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
で
、
少
し

で
も
早
く
搬
送
す
る
こ
と
を
、
署
員
み

ん
な
が
心
掛
け
て
い
る
」と
表
情
を
引

き
締
め
ま
す
。

「
救
急
医
療
は
私
た
ち
と
病
院
の
連

携
が
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
」
と
菊
地
さ
ん
。

例
え
ば
重
症
外
傷
の
場
合
、

け
が
か
ら
1
時
間
以
内
に
手

術
を
受
け
る
と
救
命
率
が

高
く
な
り
、
心
肺
停
止
の
場

合
は
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ

大洲消防署長浜支署

消防司令補 菊地  嘉
よしひと

人さん

「
救
急
搬
送
は
時
間
と
の
勝
負
。
私

た
ち
の
努
力
や
経
験
は
、
す
べ
て
傷
病

者
の
た
め
に
な
る
」と
力
強
く
語
る
の

は
菊
地
嘉
人
さ
ん
。
大
洲
消
防
署
長
浜

支
署
の
救
急
救
命
士
で
す
。

菊
地
さ
ん
は
30
年
10
月
、
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
で
初
め
て
、
日
本

不
整
脈
心
電
学
会
が
開
催
す
る
心
電
図

検
定
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。「
稲
葉

慎
二
先
生
の
誘
い
で
勉
強
会
に
参
加
し

た
。
心
電
図
を
読
む
の
が
苦
手
だ
っ
た

の
で
、
い
い
学
び
の
機
会
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
ま
さ
か
検
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
と
は
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

心
電
図
は
胸
の
痛
み
を
訴
え
る
人
な

ど
に
使
う
こ
と
で
、
心
臓
の
異
常
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
菊
地
さ
ん

は「
通
常
は
輪
番
の
病
院
に
搬
送
す
る

が
、
そ
こ
で
心
疾
患
な
ど
の
判
断
が
出

た
場
合
、
転
院
手
続
き
を
し
て
か
ら
、

　

私
た
ち
に

で
き
る
こ
と

人
々
の
命
を
守
る
た
め
、
日
々
努
力
を
重
ね
る
救

急
救
命
士
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
学
ん
で
協
力
す

れ
ば
、
彼
ら
の
活
動
は
、
よ
り
円
滑
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
救
急
救
命
士
の
思
い
と
私
た
ち
に
も
で

き
る
応
急
手
当
の
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

す
べ
て
は
傷
病
者
の
た
め

命
を
搬
送
す
る
署
員
の
使
命

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠

救急救命

心肺蘇生法の流れ ―『広報うちこ』平成26年９月号より―
もう一度
確認を！
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胸骨圧迫（続き）
体全体で胸を押す。１分間
で100回以上、深さ５㌢以
上の強さで、絶え間なく押
し続ける（胸骨圧迫30回と
人工呼吸２回が１セット）

手順５

人工呼吸
あごを軽く上げ、気道を確
保する。鼻をつまみ、口か
らフッーとゆっくり息を吹
き込む（人工呼吸ができな
いときは胸骨圧迫を優先）

手順６

ＡＥＤの使用
電源を入れる。（体がぬれ
ていたら拭く。貼り薬など
は剥がす）音声の指示に従
う（パッドは右胸と左の脇
腹に貼る）

手順７

ＡＥＤの使用（続き）
電気ショックのスイッチを
押す人が「みんな離れて」
と指示。電気ショック後は
直ちに胸骨圧迫を再開する
（パッドは剥がさない）

手順８

のどのどのどの などなどなどな に異に異に異にに 物が物が物が物が詰ま詰ま詰ま詰まったったったった場合場合場合合
は、は、は、傷病傷病傷病傷病者の者の者の者のへそへそへその少の少の少のの少し上し上し上上を突を突を突を突きききき
上げ上げ上げ上げげ、異、異、異異物を物を物を吐き吐き吐きき出さ出さ出させるせるせるせ上げ上げ上げ

３窒息
出血出血出血が多が多が多いといといと命の命の命の危険危険危険があがあがある。る。る。る 目に目に目に見え見え見えて出て出て出
血量血量血量が多が多が多い場い場い場い 合は合は合 、清、清、清潔は潔は潔はタオタオタオルなルなルなどをどをどを傷口傷口傷口
に当に当に当当て、て、て 指や指や指や手の手の手 ひらひらひらで強で強で強く圧く圧く圧迫す迫す迫するるる

１目に見える出血

４やけど

２低体温

【ポイント】　後ろから腕を回し、片手で握りこぶしを作り
ます。その親指側を傷病者のへそより上、みぞおちより下に
当て、そのこぶしをもう一方の手で握り、手前上方に突き上
げます。妊娠している人や乳児の場合は、この方法を使わ
ず、背中を強くたたいて吐き出させましょう

【ポイント】
感染防止のため、できるだ
けビニールやゴム製の手袋
を使用。傷口を確認して、
しっかりと押さえないと出
血はなかなか止まりません

【ポイント】
冬場に路上や寒い室内などで
倒れている人を見つけたら、
低体温症にならないよう、毛
布などを掛けます。その際、地
面や床から体温が奪われない
よう、毛布などを体の下に敷
いてから、上に掛けましょう

脳、脳、脳、心臓心臓心臓、肺、肺、肺などなどなどの体の体の体の の中の中の中心部心部心部が3が3が35度5度5度以下以下以下
に下に下に下がっがっがっった状た状た状態を態を態を低体低体低体温症温症温症といといという。う。う。衣服衣服衣服ががが
濡れ濡れ濡れていていている場る場る場合は合は合は、脱、脱、脱がせがせがせてててててて
毛布毛布毛布などなどなどで体で体で体を覆を覆を覆覆ううう

応急手当応急手当あなたにもできる！救急車が
くるまでに

水道水道水道水な水な水などのどのどのきれきれきれいないないな
流水流水流水をかをかをかけ続け続け続け、け、け、とにとにとに
かくかくかく冷や冷や冷やすすす

【ポイント】
氷や冷却パックを使って冷やすと、
かえって悪化することがあります。
水ぶくれは傷口を保護する役割があ
るので、やぶらないようにしましょう

迷ったら
困ったら ♯8000 0893（24）0119

こども医療電話相談 大洲消防本部

又は
救急車を呼ぶかどうか迷ったら、電話でご相談ください



私
の
父
は
、
一
人
の
患
者
さ
ん
の
た

め
に
新
し
い
機
械
を
入
れ
る
よ
う
な
医

者
で
し
た
。。
加
戸
病
院
を
内
子
町
に
移

転
し
た
の
は
、
そ
ん
な
父
の
背
中
を
見

て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
内
子

町
か
ら
の
お
話
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
こ

に
私
た
ち
がが
担
う
べ
き
役
割
が
あ
る
と

思
い
ま
し
たた
。

地
域
医
療療
の
課
題
の
一
つ
は
、
医
療

業
務
を
志
すす
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
地
方
にに
若
い
医
者
が
来
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
医
者
だ
け
で
な
く
、
看
護

師
な
ど
の
確確
保
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
いい
う
志
が
あ
る
人
を
、
私
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
大大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
地
域
のの
人
た
ち
の
人
柄
も
、
実
は

地
域
医
療
をを
守
る
た
め
に
大
切
な
要
素

の
一
つ
で
すす
。

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
地

域
密
着
型
の
病
院
で
す
。
例
え
ば
、
内

子
町
は
山
間
部
の
高
齢
者
が
多
く
、
な

か
な
か
病
院
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
昨
年

の
豪
雪
や
豪
雨
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

常
に
備
え
が
あ
る
よ
る
よ
う
、
少
し
多多多多多多多多
め
多
め
多多
め
多多
め
多多
め
多多
め
多
め
多
め
多
め
多
め
多多
め
多
め
多
め
多
め
多
め
多
めめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににに

薬
を
出
す
配
慮
を
し
を
し
て
い
ま
す
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

忙
し
い
と
き
に
は
に
は
、
ど
、
う
し
てててててててててててててててててててて
も
てててててててててててて
も
ててててててて
も
てて
も
ててててて
も
て
も
て
も
てて
もも
患患患患患患患患患患患患患

者
さ
ん
を
待
た
せ
て
せ
て
し
ま
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
が
すすすす
がががががが
、、、、、

協
力
的
な
人
が
多
く
多
く
て
あ
り
が
た
い
た
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ででででででででで

す
。
や
は
り
医
療
従
療
従
事
者
事

も
人
―
―
―
―
―
―――――――――――――――――――
。。。。。。。。。。

同
じ
こ
と
を
し
て
も
て
も
、
協
、
力
的
だ
っ
だ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたた

り
感
謝
さ
れ
た
り
す
り
す
る
と
る

う
れ
し
い
し
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
でででででででで

す
。
医
者
は
一
人
で
人
で
治
療
治

を
す
る
わ
る
わわわわわわわわわわわ
けけけけけけけけけけけけけけ

で
は
あ
り
ま
せせ
ん
。
ん
。
多
く
多
く
の
助
けけ
が
け
ががががががががががががががががががががが
ああああああああああああああ

る
か
ら
で
き
るる
こ
と
こ
と
で
、
で
ス
タ
ッ
フ
ッ
フ
ッ
フ
ッ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ののののののののののの

皆
さ
ん
に
も
感
謝
し
謝
し
て
い
て

ま
す
。
大
。
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
変変変変変変変変変変変変変変

な
仕
事
で
、
本
当
は
当
は
別
の
仕
事
もも
選
も
選
も
選選選選選選選選選
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべ

る
は
ず
で
す
がが
、
住
、
住
民
の
民
の
皆
さ
ん
が
ん
が
ん
ががががががががががががががが
心心心心心心心心心

を
つ
な
ぎ
と
め
て
く
て
く
れ
てて
い
ま
すす
。
す
。。。
そそそそそそそそそそ

ん
な
こ
と
か
ら
も
、
も
、
患
者者
さ
ん
や
地
や
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域

の
人
た
ち
と
病
院
と
院
と
の
信
頼
関
係
の
係
ののののののののののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

切
さ
を
感
じ
て
い
ま
い
ま
す
。

将
来
、
地
域
の
医医
療
は
必
ず
厳厳厳厳厳
ししし
くくくくくくくくくくく

な
り
ま
す
。
で
も
、
も
、
や
れ
な
い
理理
由
理理
由
理
由由
でででででででででででででででででで

は
な
く
、
や
れ
る
方方
法
を
法
を
皆
さ
皆
ささささ
ん
と
んん
と
一一一一一一一一一一一一

緒
に
考
え
た
い
。
そそ
の
と
の
と
き
、
地
域
地地
域
ににににににににににににににににににににににににに

根
差
し
た
病
院
と
しし
て
の
て
の
責
務務務務務
を
、
をを
、
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

た
せ
る
の
だ
と
信
じじ
て
い
て
い
ま
す
。。。。。。。
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みんなで考える地域医療
内子町では平成20年、内山病院が医師不足を理由に廃院、同年に済生会小田
病院が診療所へ移行する検討を始めるなど、すでに地域医療の崩壊を経験し
ています。加戸病院が23年に移転し、内子町の地域医療は息を吹き返しまし
たが、日本の地域医療の課題は残されたままです。関係者の声を集めました。

加戸病院

医院長  加戸 秀
しゅういち

一さん

地
域
の
人
や
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝

多
く
の
人
と
信
頼
関
係
を
築
き

担
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
た
い



　愛媛県内の大学の看護科で看
護師を目指す学生です。看護師は
小学２年生の頃からの夢で、日々
夢に近づく喜びを感じながら学ん
でいます。母や叔母、姉が看護関
係の仕事をしていて「人の命に係
わる尊い仕事。責任が大きいけれ
ど、やりがいがある」という話を
よく聞きます。地域にも貢献でき
て、素敵だなと思いました。
　最近、大学で救急法救急員の資
格を取りました。まだ救急の知識
や看護資格がない私でも資格が取
れ、命を救う方法を知る貴重な機
会になりました。職種や年齢に関
係なく、多くの人たちの知識や関
心があれば救える命があります。
若い人たちにも知ってもらい、医
療職を目指す仲間が増えたらいい
なと思います。

　内山病院が休止を決定したの
は、平成19年。正直、町から大き
な病院がなくなるとは思ってな
かったです。当時、私は自治会連
絡会の会長をしていて、署名運動
をしました。期間は短かったけれ
ど、１万3,234人分もの署名が集
まり、地域にとっては大きな問題
だったと改めて感じました。
　しかし、その声は病院には届き
ませんでした。病院の都合もあり
仕方ないですが、医師の数だけで
なく、住民の熱意も足りなかった
のかもしれません。その分、加戸
病院の存在は、有難いことと感謝
しています。思い起こせば、地域
の小さな病院もだんだんなくなっ
ています。医師不足の話題も耳に
するので、同じようなことがない
ようにせないけんですね。

　１次救急を担う大洲喜多休日夜
間急患センターは、地域の開業医
が輪番で診療しています。発熱や
軽いけがなどの場合は、こちらを
利用してください。すぐに2次救
急に行ってしまうと、医療従事者
が疲弊して地域医療の崩壊につな
がりかねません。
　自分の健康管理を任せると思っ
て、かかりつけ医を見つけてはど
うでしょうか。普段から検診など
で利用すれば、病気の予防もでき
るし、何かあれば適切な病院を紹
介できます。胃カメラや心電図、
レントゲンなど、すぐに結果が出
る検査ならできます。かかりつけ
医で解決できることは、結構多い
です。地域医療は貴重な資源。浪
費して枯渇しないよう、みんなで
賢く大切に使いましょう。

矢野矢野　朱朱
あ か り

梨梨さん＝西沖＝ 西岡西岡 誠誠
まこと

さん＝内子７＝ 古川古川 明明
あきら

さん＝内子６＝

未来の看護師を目指す 内山病院の存続を求めて署名活動 一番身近な地域医療の先生

やりがいのある仕事
若い仲間が増えてほしい

町民の関心は高い
日頃からの思いが大切

地域医療は資源
１次救急を活用しよう

インタビュー：地域医療への思い
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で
車
い
す
を
押
し
て
あ
げ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
敷
地
に
花
を
植
え
て
あ
げ
る

住
民
も
い
ま
す
。
健
康
な
と
き
も
病
院

と
関
わ
る
こ
と
が
、
互
い
の
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

行
政
に
期
待
す
る
の
は
、
私
た
ち
で

は
手
の
届
か
な
い
、
無
関
心
層
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
―
―
。
地
道
な
取
り

組
み
が
必
要
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
自
分
の
健
康

や
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
、そ
の
隙
間
を
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
も
大
切
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
や
病
院
へ
行
く
方

法
な
ど
、
地
域
で
協
力
す
る
と
コ
ン
ビ

ニ
受
診
や
不
適
切
な
救
急
車
の
利
用

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
い
地

域
な
ら
、
医
師
も「
こ
こ
で
頑
張
ろ
う
」

と
思
っ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
つ

な
が
り
は
き
っ
と
、
地
域
医
療
の
課
題

を
解
決
す
る
糸
口
に
な
る
は
ず
で
す
。

地
域
医
療
の
未
来
は
変
え
ら
れ
る
―
―

あ
な
た
の
思
い
ひ
と
つ
で
変
え
ら
れ
る

平
成
18
年
当
時
の
千
葉
県
は
、
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
医
師
数
が
全
国
で
下

か
ら
３
番
目
で
し
た
。
東
京
都
の
病
院

に
集
中
す
る
の
で
、
周
辺
地
域
の
医
師

は
不
足
す
る
の
で
す
。
私
が
住
む
東
金

市
は
、
そ
の
千
葉
県
内
で
も
最
低
の
医

療
圏
で
、
県
立
東
金
病
院
の
医
師
数
は

一
時
、
２
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

「
現
場
の
努
力
は
限
界
。
住
民
側
か

ら
何
か
で
き
な
い
か
―
―
」。
同
病
院

の
院
長
の
言
葉
に
、
自
分
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

私
自
身
、
医
者
が
い
な
い
不
便
を
感

じ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
の
背
景
な
ど
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
そ
う
だ
、
そ
の

情
報
を
伝
え
よ
う
」。
マ
マ
友
た
ち
と

一
緒
に
、
医
師
不
足
の
現
状
を
１
枚
の

紙
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
素
人
が
作

る
素
朴
な
情
報
紙
で
し
た
が
、
大
き
な

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は「
な
ぜ

不
安
を
あ
お
る
の
か
」と
い
う
病
院
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
住
民
に
伝
え
る
の

は
大
切
な
こ
と
」
と
、
自
分
た
ち
で
コ

ピ
ー
し
て
患
者
さ
ん
に
渡
し
て

く
れ
る
病
院
も
あ
り
ま
し
た
。

病
院
や
行
政
が
出
す
数
字
を
見

て
も
、
住
民
は
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
せ

ん
。
住
民
目
線
で
実
情
を
知
ら
せ
る
こ

と
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
を
守
る
な
ら
、
ま
ず
は
現

場
の
話
を
聞
く
こ
と
で
す
。
病
院
や
行

政
も
住
民
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
大

切
。
理
由
を
知
り
納
得
し
な
い
と
、
行

動
に
移
る
住
民
は
い
ま
せ
ん
。
病
院
が

ど
れ
だ
け
大
変
か
を
知
れ
ば
、
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
く
れ
る

人
が
、
必
ず
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

医
師
不
足
に
悩
む
あ
る
地
域
で
は
、

住
民
組
織
が
た
だ「
医
者
を
確
保
し
て
」

と
行
政
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
な
く
、

病
院
の
大
変
さ
を
住
民
に
伝
え
な
が

ら
、「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
と
う
」「
不

要
・
不
急
の
時
間
外
受
診
を
な
く
そ
う
」

な
ど
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
変
え
よ
う

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
若
い
先
生
を
囲

ん
だ
懇
談
会
で
も
い
い
で
す
。
病
院
内

地
方
の
病
院
は
ど
こ
も
限
界

心
を
動
か
し
た
一
枚
の
情
報
紙

健
康
な
と
き
こ
そ
病
院
と
関
わ
る

ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
心
の
距
離
で
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病院と患者としてのつながりだけでなく、人と人としてのつながりを大
切に――。小さな支えかもしれないけれど、心がつながることで守れる
ものがあるのかもしれません。特集の最後は、千葉県東

と う が ね

金市で医師不足
の病院の再建に尽力した、藤本晴枝さんに話を聞きました。

NPO法人地域医療を育てる会

元理事長  藤本  晴
は る え

枝さん

心をつなぎ、医療をつなぐ
form of the happiness



　

幸
せ
を
呼
ぶ
４
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
富
・
名
声
・

愛
情
・
健
康
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

４
枚
全
て
で「
真
の
愛
」
と
い
う
意
味

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
町
も
、
医
療
・
住
民
・

福
祉
・
行
政
の
４
つ
の
分
野
の
人
々

が
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
地
域
医
療

の「
幸
せ
な
カ
タ
チ
」
が
見
え
て
く

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
―
―
。
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